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特集 二十歳の集い実行委員会に聞く！
　　「議会だより」ってどう？　Ｐ２～３

○
ス
ポ
ー
ツ
ス
テ
ー
シ
ョン

○
わ
が
町
自
慢
の
宝
も
の
展

○
町
民
菊
花
展
審
査

○
北
小
学
校
運
動
会

○
老
人
体
育
大
会

○
岐
阜
基
地
航
空
祭

○
西
小
学
校
１
５
０
周
年
記
念

　
運
動
会

○
岐
阜
県
獅
子
芝
居
公
演

○
議
会
運
営
委
員
会

○
全
員
協
議
会

○
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

○
岐
南
町
表
彰

○
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
・

　
研
修
会

○
第
４
回
議
会
定
例
会

　（
11
月
30
日
〜
12
月
21
日
）

○
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　（
11
月
30
日
〜
２
月
14
日
）

○
岐
阜
県
町
村
議
会
議
長
会

　
評
議
員
会

○
羽
島
郡
駅
伝
競
走
大
会

○
社
会
教
育
委
員
の
会

○
岐
阜
県
地
方
競
馬
組
合
議
会

○
議
会
運
営
委
員
会

○
全
員
協
議
会

○
議
員
と
商
工
会
役
員
と
の
懇
談
会

○
岐
南
中
学
校
合
唱
ス
テ
ー
シ
ョン

○
ぎ
な
ん
フェス
タ
実
行
委
員
会

○
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会

○
消
防
団
年
末
夜
警
の
激
励

○
岐
南
町
二
十
歳
の
集
い

○
羽
島
青
年
会
議
所 

新
年
互
礼
会

○
地
方
財
政
対
策
等
説
明
会
・

　
合
同
懇
談
会

議
会
日
誌

〇サロンではどんな活動をされていますか？

もっと知ればもっと好き！
まちの笑顔とチャレンジを

ご紹介します‼

11
月

12
月

1
月

ぎなん議会だよりは
Web上でも検索できます

ぎなん議会だよりは
Web上でも検索できます

ぎなんぎかいだより 検 索

みんなで笑って・動いて・輝いて
　　　　 健康寿命をのばしあおう !

～「運動」「栄養・口腔機能」「社会参加・こころの健康」でフレイルや介護を予防～

ラジオ体操　ボール運動　セラバンド運動　ジャンケン運動　スクエアマット
筋トレ　脳トレ 　歌に合わせて運動　口トレ　言葉あつめ　しりとり等

〇町民の方へ一言お願いします！
３月は７日と２１日に開催します。
参加無料、申し込み不要、初めての方大歓迎です！
サロンでは、自分の体力・能力に合わせ無理をしないようにしていますので、
安心して参加してください。

チャンネル登録
お願いします！

　「運動サロンひまわり」では、くつろぎ苑で毎月２回、木曜日の１３時３０分から１５時の間、挨拶や会話(おしゃべり)を通して地
域の人達と交流したり、和気あいあいと運動をしています。体力に自信がない方でも、椅子に座ったままリズムに合わせて身
体を動かすだけでＯＫ！運動に自信がない方でも安心して運動することができます。また脳トレゲームなどのレクリエーション
では、みんなで笑い合い、仲良くなるきっかけにもなっています。
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委
　
員

委
　
員

委
　
員

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
、

そ
の
ご
家
族
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
報
道
等
で
被
災
地
の
方
の
様
子
を
見
聞
き
す
る
た
び
胸
が
痛
み

ま
す
。
必
要
だ
と
思
っ
て
い
て
も
、
日
常
の
中
で
災
害
を
自
分
事

と
し
て
捉
え
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
人
を
助
け

る
た
め
に
は
、
助
け
ら
れ
る
状
態
で
い
る
こ
と
が
前
提
で
す
。
今
、

わ
た
し
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
た
時
に
、
一
番
大
切
な

こ
と
は
、
や
は
り
自
分
や
自
分
の
大
切
な
も
の
を
守
る
た
め
の
備

え
を
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　（
後
藤
）

■
障
害
者
差
別
解
消
法
が
改
正
さ
れ
、
事
業
者
に
よ
る
障
害
の

あ
る
人
へ
の
合
理
的
配
慮
の
提
供
が
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

義
務
化
さ
れ
ま
す
。
こ
の
法
律
は「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」と「
不

当
な
差
別
的
扱
い
の
禁
止
」を
求
め
て
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
人

の
権
利
利
益
の
侵
害
に
あ
た
る
よ
う
な
差
別
が
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
障
害
の
あ
る
人
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
更

な
る
支
援
体
制
の
構
築
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
　
　
　（
村
山
）

■
今
年
初
め
て
の
議
会
だ
よ
り
で
す
。
議
会
だ
よ
り
は
皆
さ
ん
に

読
み
や
す
く
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
議
員
各
位
で
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
っ
た
り
、
住
民
の
声
を
題
材
に
し
て
作
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
議
員
と
し
て
も
成
長
し
住
民
の
声
を
行
政
に
伝
え
問

題
解
決
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
渡
邉
）

■
二
十
歳
の
集
い
実
行
委
員
の
方
々
に「
議
会
だ
よ
り
」に
つ
い
て

率
直
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
発
行
目
的
は
何

で
あ
る
の
か
、
読
み
手
は
何
を
求
め
て
い
る
の
か
。
議
会
の
広
報

と
し
て
有
効
な
手
段
で
あ
る
の
か
、
単
な
る
ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク
と

な
って
い
な
い
か
。
様
々
に
感
じ
た
次
第
で
す
。
　

（
松
本
）

■
今
回
は
質
疑
の
ペ
ー
ジ
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
や

は
り
、
住
民
の
代
表
機
関
で
あ
る
議
会
に
対
し
て
の
説
明
不
足
は

あ
り
え
ま
せ
ん
。
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
・
事
業
背
景
・
事
業
目
的
を

丁
寧
に
説
明
い
た
だ
か
な
い
と
判
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
行
政
の
意

識
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
　

（
長
谷
川
）

運動サロン
ひまわり
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よ
り



「議会だより」を読んでみて感じたことは・・・ 

自分たちがアクション
したことに対して

レスポンスがあると
読む気になる

動画配信を利用して
エンタメ性を

持たせるといいな

ニュースなどでは
分からなかったことが掲載

されていた部分に目が行った

自分が興味のある
内容には目が行った

広報は身近で有益な
情報が載っていると感じるが
議会だよりは内容が難しく

手に取りにくい 
二十歳の集い実行委員会に聞く！

「議会だより」ってどう？
若い世代から見る議会とは？どんな関心があるのか？

「議会だより」についてのアンケートに答えていただきました。

Q.「議会だより」知ってた？

Q．どんな記事があれば
　 読みたいと思う？
「町民アンケート」「議会解説」
「小中高議会」「生活に役立つ情報」

Q．議会だより第52号で、興味を持った記事は
    どのページ？（複数選択可）

不信任案提出…４人　　表紙…２人
令和４年度決算審査・一般質問・VOICE…各１人

YES
3人 NO

4人

A

A

A

進化する議会への道のりには
「 多様な世代の意見を聴く 」ことが重要だった!!

　町民の皆さんがどのように感じているのか。何を求めているのか。想像して進むのではなく、直接意見
を聴くという行動がより求められています。
　議会が進化するために、町民アンケートや町民議会を実施するなど、議会と町民の皆さんが接する
機会を増やし、議会だよりにおいても、広報委員会としてより分かりやすく伝わる紙面編集を心がけ
ていきます。
　二十歳の集い実行委員会の皆さん、ありがとうございました。

特　集特　集

ぎなん議会だより　第53号ぎなん議会だより　第53号 23



案　　　件 結果

岩
田
晴
義 

　

木
下
美
津
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渡
邉
憲
司 

　

櫻  

井  

　

  

明 
※１

松
𠩤
𠩤
𠩤 

　

後  

藤  
友  
紀 

 

三
宅
祐
司 

　

松
本
暁
大 

　

村
山
博
司 

　

長
谷
川
淳 

　

  

議案第 37 号 岐南町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部
を改正する条例について 可決 欠

席 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 38 号 岐南町議会議員の議員報酬、旅費及び期末手当に関する条
例の一部を改正する条例について 可決 欠

席 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 39 号 岐南町常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例について 可決 欠

席 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 40 号 岐南町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に
ついて 可決 欠

席 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 41 号 岐南町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例について 可決 欠

席 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 42 号 岐南町単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基
準を定める条例の一部を改正する条例について 可決 欠

席 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 43 号 岐南町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につい
て 可決 欠

席 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 44 号 岐南町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一
部を改正する条例について 可決 欠

席 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 45 号
令和5年度岐南町一般会計補正予算について 修正可決 欠 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇
補正予算に対する修正動議 可決 席 ● 〇 - 〇 〇 〇 〇 ● 〇

議案第 46 号 令和5年度岐南町国民健康保険特別会計補正予算について 可決 欠
席 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 47 号 令和5年度岐南町介護保険特別会計補正予算について 可決 欠
席 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 48 号 岐南町手数料条例の一部を改正する条例について 可決 欠
席 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 49 号 令和5年度岐南町一般会計補正予算について 可決 欠
席 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※2

【追加議案】

【追加議案】

岐南町議会では、より町民に開かれた議会とするため、２０２３年（令和５年）第４回定例会より、議会映像の配信
を開始しました。本会議の録画映像を、インターネット映像配信サービスのYouTube（ユーチューブ）を利用し
配信しています。

12月定例会ではこんなことが決まりました
賛成＝〇　反対＝●（※1 議長は採決に加わりません）

※2 議案第45号につきましては、修正箇所を除いた部分について採決を行っています。
議案の詳細につきましては、岐南町ホームページ「提出議案」ページをご覧ください。

▲提出議案
　ページは
　こちら

はじめました。
岐南町議会公式チャンネル

チャンネル登録
お願いします！

議案第４５号 補正予算に対する修正案可決

原案に対する質疑 一部抜粋 修正案に対する討論 一部抜粋

ほほえみ会館改修予算にSTOP！
９６９万２千円削除

賛成６名 反対２名

　今案件につきましては、先日の全員協議会において、ほほえ
み会館を町民センターの延長線上で児童館風にするという説
明をいただきました。子どもの居場所事業について反対する訳
ではありませんが、今補正計上に紐づく令和６年度の新規事業
の具体的な説明が足りないと考え、全容が分かりづらいままで
の予算執行について判断できかねます。東小学校や西小学校
の子どもたちの対応はどうするのかということもあります。子ど
もの居場所事業については、今後公平性を鑑みながら町全体
の計画を練り直した上で、補助金の利用など、より有効な税の
使い道を再検討された後、改めてご提案していただきたく、修
正案を提出いたします。 　　

どのような編成でプロジェクトチームを組んだか？
総合政策課の課長をリーダーとし各課から選んだ。 
町長の施政方針で岐南ほほえみ児童館にすると言ったが、
最終形はどうなるのか？また方向転換を何故説明しなかっ
たのか？
児童館にするのが最終形態です。説明がなかったのはお詫
び申し上げます。

●渡邉憲司議員●
ほほえみ会館のような小さな施設で良いのか？校区をまた
いで多くの子どもたちだけで自由に、ほほえみ会館に行ける
のか？校区ごとに子どもの居場所づくりは必要でないのか？
ほほえみ会館は児童館的機能を持っており、子どもの居場
所づくり事業の拡充を図るには適している。また現在一日平
均の利用者は１３人であり、大きな施設でなくても対応でき
ると考えている。

●長谷川淳議員●
今回検討した補助金は何があるのか？また、何故補助金を
活用できなかったのか？ 
次世代育成対策支援整備交付金を検討したが、事業の条
件等で折り合いがつかなかった。
何故補助金を利用できる形で新年度予算に計上せず、補
正予算に計上したのか？
まずはほほえみ会館の事業を実施し、その後東校区・西校
区でも可能か検討する。

後藤友紀議員　賛成討論
　町長施政方針の変更は重要かつ重大。児童館風という事業
となった経緯や、今後どのような運用をされるかも不明。施設
改修工事に関する事業費の必要性や妥当性に疑問が生じたま
ま認めることは困難。

三宅祐司議員　賛成討論
　子どもの居場所づくりの意義として利用目的、利用方法の価
値確認の説明不足と、全体像が不透明である。また、子育て支
援に関するアンケート調査結果を踏まえた上での改修工事でも
遅くないと考える。

長谷川淳議員　賛成討論
　予算の説明資料は行政から進んで出すべきである。また、
しっかりと事業構築を行い、議会に丁寧な説明をしていただか
ないと子どもたちが気の毒だということを分かっていただきた
い。今回は説明不足で反対せざるを得ない。

木下美津子議員　反対討論
　すでに子どもの居場所としてほほえみ会館は使われていま
す。子どもたちにとってより安全で安心な場所となるよう手を入
れていただき、今後検討される西校下・東校下の児童館的な子
どもの居場所のモデルともなるよう予定通り進めていただきた
いと思います。

提出理由

Q
A
Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

代表提出者
提出者

〃　
〃　
〃　
〃　

定例会結果定例会結果

ぎなん議会だより　第53号ぎなん議会だより　第53号 45
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し
て

　い
た
だ
く
た
め
に

●
村 

山 

博 

司

◎
水
道
施
設
の
現
状
と
今
後
を
問
う

◎
障
害
者
に
優
し
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て

◎
活
動
的
で
活
力
あ
ふ
れ
る
高
齢
化
社
会
の

　実
現
を
目
指
し
て

◎
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
の
取
り
組
み
を

　目
指
し
て

●
松 

本 

暁 

大

◎
新
年
度
予
算
の
策
定
時
期
を
踏
ま
え

　町
の
姿
勢
を
尋
ね
る

◎
羽
栗
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
周
辺
整
備
に
つ
い
て

12月定例会

一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
の
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
の
報
告
や
説
明
を

町
に
求
め
、適
切
な
町
政
運
営
を
進
め
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、議
員
本
人
が
執
筆（
要
約
）し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
こ
こ
が
、聞
き
た
い
」

　
　  

一
般
質
問
Q
＆
A

…
…

…
…

…
…

…
…

…
 

８

…
…

…
…

…
…

…
…

…
 

９

…
…

…
…

…
…

…
…

…
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●
松 

　 浩 

二

◎
町
民
憲
章
に
つ
い
て

◎
来
年
度
予
算
や
今
後
の
方
針
な
ど
に

　つ
い
て

●
渡 

邉 

憲 

司

◎
多
機
能
型
地
域
子
ど
も
安
心
セ
ン
タ
ー

　に
つ
い
て

◎
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て

◎
介
護
に
つ
い
て …

…
…

…
…

…
…

…
…
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…
…

…
…

…
…

…
…

…
 

12

●
後 

藤 

友 

紀

◎
学
童
保
育
入
出
基
準
の
制
限
か
ら
み
る

　子
ど
も
の
居
場
所
拡
充
の
必
要
性
に

　つ
い
て

●
長 

谷 

川 

淳

◎
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税（
地
方
創
生
応
援

　税
制
）を
活
性
化
さ
せ
る
に
は

◎
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
推
進
を

◎
不
信
任
決
議
案
否
決
に
伴
う
小
島
町
長
の

　発
言
の
真
意
と
は

●
三 

宅 

祐 

司

◎
公
共
交
通
の
未
来
に
賭
け
て

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…
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…
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…
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…
…

…
…

…
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…
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…
…

…
…

…
…

…
…
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【定例会3日目】

【定例会4日目】

　令和５年１１月２９日、町村議会議長全国大会がNHKホールで開催されました。全国から約１６００人が集ま
り、岐南町からは正副議長が出席しました。

　国への予算・施策要望として、議会の
機能強化及び多様な人材が参加するた
めの環境整備、地方創生とデジタル化の
更なる推進、こども子育て・脱炭素社会
の実現・医療保険制度改善・北方領土の
早期返還の実現・国民保護と安全対策な
ど３１事項が決議されました。
　議会の機能強化策としては、
①議長への議会招集権付与　②長の不
信任要件を３分の２以上に引き下げ（現4

分の3以上）、長の議会解散権廃止　③議会費は議会側の提案をもとに予算編成する　④低額な議員報酬
の改善　⑤厚生年金への加入　⑥議会事務局体制の強化　⑦議会のデジタル化　⑧選挙制度の改正
などが重点要望されました。
　また、フリーキャスター伊藤聡子氏による講演「地域から輝く日本へ」を聞き、多くの活力を頂きました。

第67回
町村議会議長全国大会

東京都　渋谷区

第10回
全国コンパクトタウン議会サミット

岡山県　早島町

　令和５年１０月１２・１３日の２日間にわたり、全国コンパクトタウン議会サミットが岡山県早島町で開催され
ました。全国から１６議会８３名の議員が集まり、岐南
町からは正副議長が参加しました。
　コンパクトタウン議会サミットとは、自治体面積
２０K㎡以下の町を対象に、合併をしないで自立を選
択した各町の議員が集まり、コンパクトな町ならで
はの課題や政策を持ち寄り、議論や交流を通じ、
その違いや共通点を発見することで各町のまちづ
くりのヒントを見つける場です。来賓に岡山県知事
をはじめ近隣の首長を迎え、盛大に行われました。

一般質問の全容は
　　　　　を
ご覧ください

視察報告一般質問
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学
割
導
入
で
通
学
時
の
利
用
を

町
長
　提
案
の
検
討
を
担
当
課
に
指
示

コミュニティバス

ヘルプカード

コ
ラ
ボ
授
業
の
実
施
状
況

と
今
後
の
計
画

災
害
時
の
帰
宅
困
難
者

へ
の
対
応
と
対
策

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
よ
り

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

水
道
施
設
の
現
状
と

　
　
　
　  

今
後
を
問
う

活
動
的
で
活
力
あ
ふ
れ
る

    

高
齢
化
社
会
の
実
現
を

                      

目
指
し
て

Q
コ
ラ
ボ
授
業
を
進
め
る
う
え
で
の
課

題
は
。

（
教
育
長
）
児
童
生
徒
へ
の
複
数

の
教
科
評
価
へ
の
配
慮
と
全
体
を

統
合
し
授
業
準
備
を
主
導
す
る
教
員
の

育
成
、
そ
し
て
学
校
と
外
部
人
材
を
つ

な
ぐ
支
援
も
必
要
で
す
。

AQ
コ
ラ
ボ
授
業
の
今
後
の
計
画
は
。

（
教
育
長
）
３
小
学
校
同
学
年
で

類
似
す
る
学
習
内
容
を
ひ
と
つ
の

テ
ー
マ
学
習
と
し
て
学
習
内
容
を
整
理

し
体
験
活
動
に
つ
な
げ
る
事
で
主
体
的

学
び
に
な
る
と
考
え
る
。
教
材
開
発
の

工
夫
に
努
め
ま
す
。

A

Q
通
学
者
、
中
で
も
自
転
車
通
学
の
中

学
生
が
ケ
ガ
や
雨
、
雪
の
日
な
ど
通

常
の
通
学
が
困
難
な
時
に
、
学
割
の
回
数

券
や
定
期
券
を
発
行
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
利
用
し
や
す
く
し
て
は
。

（
町
長
）
中
学
校
の
生
徒
の
登
下

校
に
は
教
育
委
員
会
に
一
定
の

ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。小
中
学
生
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
単
身
で
利
用
で
き
ま
す
。

議
員
の
提
案
に
対
応
で
き
な
い
か
検
討

す
る
よ
う
担
当
課
に
指
示
し
ま
し
た
。

A

Q
帰
宅
困
難
者
の
一
時
避
難
所
は
以
前

の
計
画
通
り
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
。

　
42
市
町
村
の
昼
夜
人
口
比
率
が
発
表
さ

れ
た
。岐
南
町
は
流
出
人
口
１
０
５
１
３
人
、

流
入
人
口
９
３
０
２
人
と
あ
っ
た
。
災
害
時

帰
宅
困
難
者
の
対
応
又
他
市
町
か
ら
岐
南

町
に
帰
宅
困
難
に
な
る
人
の
対
策
も
必
要
。

岐
南
町
は
交
通
の
要
所
で
あ
り
帰
宅
困
難

の
因
と
な
る
事
も
考
え
対
応
も
必
要
。

（
総
務
部
長
）
町
内
事
業
所
等
に

勤
務
で
帰
宅
困
難
の
場
合
は
そ
の

場
で
待
機
し
、
町
に
お
い
て
迅
速
に
情
報

A

Q
他
市
町
か
ら
岐
南
町
に
戻
れ
な
い
時

の
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
災
害
時

伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
１
７
１
の
使
い
方
を
広
く
周

知
し
、
防
災
訓
練
時
に
体
験
す
る
こ
と
も

必
要
で
は
。

提
供
す
る
。
そ
の
他
の
帰
宅
困
難
者
の

避
難
所
は
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
す
。

（
総
務
部
長
）
災
害
時
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
は
平
時
に
体
験
利
用
で
き
る

日
が
あ
る
こ
と
を
、
総
合
防
災
訓
練
時

や
防
災
週
間
等
で
広
報
紙
や
防
災
行
政

無
線
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
て
町
民
へ
広

く
周
知
し
ま
す
。

A

村山 博司 議員
むらやま ひろし

木下 美津子 議員
きのした みつこ

令
和
４
年
９
月
１
日
か
ら
運
行
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
は
町
民
の
買
い
物
、
通
院
そ
し
て

通
学
者
の
手
段
と
し
て
始
ま
っ
た
。

Q
天
候
や
体
調
不
良
で
徒
歩
や
自
転

車
通
学
を
控
え
た
い
場
合
の
バ
ス
通

学
の
考
え
は
。

（
教
育
長
）
何
か
の
理
由
か
ら
日

頃
の
手
段
で
登
校
で
き
な
い
場
合

は
バ
ス
利
用
も
可
能
で
す
。

A

　
コ
ラ
ボ
授
業
と
は
教
科
の
壁
を
越
え
複
数

の
授
業
を
共
同
し
て
取
り
組
む
も
の
。
２
０

２
１
年
の
学
習
指
導
要
領
で
実
施
さ
れ
て
い

る
。
授
業
を
組
み
合
わ
せ
る
事
で
学
ぶ
意

味
が
捉
え
や
す
く
、
主
体
的
に
学
び
、
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
が
身
に
つ
く
。

Q
小
中
学
校
で
の
コ
ラ
ボ
授
業
の
実
施

状
況
は
。

（
教
育
長
）
小
中
学
校
と
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
小
学
校
で
は
国
語

の
教
材
文
の
体
験
や
実
験
を
生
活
科
や

理
科
の
授
業
で
実
習
し
、
そ
の
ま
と
め

を
文
章
に
書
く
授
業
で
す
。
中
学
校
で

は
総
合
的
な
学
習
で
実
施
。
福
祉
と
家

庭
科
で
保
育
実
習
。
産
業
と
社
会
科
で

農
園
体
験
等
で
す
。

AQ
町
の
水
の
性
質
及
び
水
質
は
。

Q
水
道
水
を
作
る
た
め
の
費
用
及
び
水

道
料
金
は
。

Q
水
道
管
の
耐
震
性
、
老
朽
化
対
策

は
。

（
土
木
部
長
）
町
の
水
道
水
の
硬

度
は
軟
水
で
す
。
ま
た
水
質
管
理

は
策
定
し
た
水
道
水
質
検
査
計
画
に
従

い
、
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

A
（
土
木
部
長
）
本
町
の
水
道
料
金

は
一
ヶ
月
当
た
り
20
立
方
メ
ー
ト

ル
の
使
用
で
税
込
み
１
７
０
３
円
で
す
。

岐
阜
市
２
５
７
９
円
、
各
務
原
市
２
４

３
１
円
と
比
べ
て
も
本
町
は
安
価
と
な
っ

て
い
ま
す
。

A

（
土
木
部
長
）岐
南
町
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
を
基
に
進
め
て
い
ま
す
。
国
は

耐
震
化
率
の
令
和
10
年
度
達
成
目
標
を

60
％
と
定
め
て
い
ま
す
が
、
本
町
で
は
今

年
度
末
迄
に
67
％
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

AQ
障
害
者
差
別
解
消
法
が
改
正
さ
れ
、

合
理
的
配
慮
の
提
供
が
義
務
化
さ

れ
る
が
、
町
の
取
り
組
み
は
。

（
福
祉
部
長
）
こ
れ
ま
で
行
って
い

る
援
助
や
配
慮
が
必
要
な
方
へ
の

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
配
布
な
ど
と
併
せ
、
町
民

に
対
し
障
害
者
差
別
解
消
に
取
り
組
む

よ
う
働
き
か
け
ま
す
。

AQ
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
更
な
る

整
備
の
推
進
や
機
能
の
強
化
は
。

（
福
祉
部
長
）
障
害
の
重
度
化
や

障
害
者
の
高
齢
化
、
親
亡
き
後

に
残
さ
れ
た
障
害
者
の
生
活
環
境
や

サ
ー
ビ
ス
体
制
を
整
え
ま
す
。

A

護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
地
域
住
民
と
介
護

施
設
が
連
携
し
、
地
域
と
の
交
流
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
運
営
推
進
会
議

を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
運
営

推
進
会
議
を
通
じ
て
働
き
か
け
ま
す
。

（
福
祉
部
長
）
医
療
関
係
者
や
介

護
事
業
所
、
福
祉
事
務
所
、
地
域

住
民
な
ど
の
協
力
の
も
と
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
ま
す
。

A
（
町
長
）
最
新
の
岐
南
町
の
情
報

や
、
相
手
の
印
象
に
残
る
よ
う
意

匠
を
凝
ら
し
た
名
刺
、
新
し
い
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
グ
ッ
ズ
な
ど
の
ア
イ
テ
ム
を
提
供
し

ま
す
。

A

Q
娯
楽
文
化
活
動
の
普
及
を
図
り
、

高
齢
者
の
健
康
の
維
持
増
進
や
介
護

予
防
、
認
知
症
予
防
等
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
施
策
と
し
て
「
カ
ラ
オ
ケ
」

の
普
及
に
取
り
組
ん
で
は
。
　

Q
高
齢
者
向
け
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の

利
用
者
と
地
域
の
人
々
が
交
流
す

る
機
会
の
創
出
は
。

（
福
祉
部
長
）
高
齢
者
の
外
出
機

会
や
居
場
所
の
創
出
を
目
指
す

た
め
、
公
共
施
設
や
カ
ラ
オ
ケ
機
器
を

有
効
活
用
し
た
、
次
年
度
以
降
の
新
た

な
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

A

合
理
的
配
慮
へ
の
取
り
組
み
は

部
長
　差
別
解
消
に
働
き
か
け
て
い
く

障
害
者
に
優
し
い

  

町
づ
く
り
を
目
指
し
て

魅
力
あ
る
町
づ
く
り
の

  

取
り
組
み
を
目
指
し
て

Q
高
齢
者
の
雇
用
促
進
は
。

（
福
祉
部
長
）
高
齢
者
雇
用
に
関

す
る
各
種
優
遇
制
度
や
高
齢
者

雇
用
に
対
す
る
理
解
促
進
に
努
め
ま
す
。

A
（
福
祉
部
長
）高
齢
者
向
け
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
や
地
域
密
着
型
特
別
養

A

Q
超
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
持
続
可

能
な
介
護
を
目
指
す
に
は
。

（
町
長
）
議
員
の
提
言
は
同
感
で

す
。
町
民
や
本
町
に
ゆ
か
り
の
あ

る
人
物
の
活
動
、
受
け
継
が
れ
る
文
化

活
動
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
庁
舎
内

各
担
当
で
連
携
し
て
、
情
報
収
集
に
努

め
ま
す
。

A Q
本
町
は
令
和
８
年
度
に
町
制
施
行

70
周
年
を
迎
え
ま
す
。
町
出
身
の
著

名
人
と
共
同
し
て
、
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
は
ど
う
か
。

Q
親
善
大
使
に
対
す
る
町
の
支
援
は
。

一般質問一般質問
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【お成り街道】上に在る
「伏屋４」交差点

岐南町民憲章

羽栗グラウンド

羽栗社会体育施設（羽栗グラウンド）

新
年
度
予
算
の

　策
定
時
期
を
踏
ま
え

　
　町
の
姿
勢
を
尋
ね
る

将
来
に
向
け
た
全
体
像
は

部
長
　経
常
経
費
な
ど
負
担
増
加

羽
栗
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

　
　周
辺
整
備
に
つ
い
て

町
民
憲
章
に
つ
い
て

来
年
度
予
算
や
今
後
の

方
針
な
ど
に
つ
い
て

続
き
良
好
な
関
係
が
続
く
よ
う
、
広
報

紙
な
ど
で
活
動
を
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

Q
防
災
に
対
す
る
意
識
改
革
・
啓
発

な
ど
を
一
層
推
進
す
べ
き
。
総
合
防

災
と
し
て
は
、
関
係
す
る
機
関
と
の
連
携

が
必
要
で
は
な
い
か
。

（
総
務
部
長
）
東
消
防
署
職
員
や

消
防
団
の
協
力
に
よ
る
救
護
・
消

火
訓
練
、
県
協
力
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ

ル
を
想
定
し
た
訓
練
を
メ
ニュ
ー
と
し
て

整
備
、
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
力
体

制
を
構
築
し
、
定
期
的
な
通
報
訓
練
の

み
で
な
く
、
関
係
機
関
合
同
で
行
う
訓

練
な
ど
、
防
災
意
識
を
更
に
高
め
る
施

策
の
実
施
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

AQ
自
治
会
離
れ
の
要
因
の
一
つ
に
あ
る

資
源
回
収（
ご
み
）の
開
催
日
数
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

Q
町
民
運
動
会
が
数
十
年
前
か
ら
変

化
す
る
こ
と
も
な
く
実
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
目
的
と
の
整
合
性

は
取
れ
て
い
る
の
か
。

（
総
合
政
策
部
長
）
令
和
９
年
度

か
ら
の
次
期
ご
み
処
理
施
設
の
供

用
開
始
に
合
わ
せ
、
ご
み
の
有
料
化
を

考
え
て
い
ま
す
。
並
行
し
て
、
全
て
の
種

類
の
ご
み
を
現
在
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式

で
収
集
す
る
の
で
は
な
く
、
拠
点
回
収

方
式
と
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
少

し
で
も
自
治
会
の
ご
負
担
を
軽
減
で
き

る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

A

Q
伏
屋
４
交
差
点
よ
り
西
側
は
下
水

道・道
路
整
備
が
完
了
し
て
い
る
が
、

獅
子
舞
会
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
隣
接
す
る
、

東
方
面
の
道
路
整
備
は
。

（
住
民
部
長
）
運
動
会
は
ス
ポ
ー

ツ
協
会
で
検
討
し
て
い
く
行
事
に

な
り
ま
す
。
協
会
は
各
自
治
会
、
各
ス

ポ
ー
ツ
連
盟
・
協
会
・
少
年
団
・
推
進

委
員
、Ｐ
Ｔ
Ａ
で
構
成
さ
れ
た
団
体
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
代
表
で
役
員
会
を
開
催

し
、
検
討
し
て
実
施
し
て
い
る
行
事
で
す

の
で
、
町
全
体
で
協
議
さ
れ
て
い
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
は
４
年
ぶ
り
の

開
催
で
し
た
が
、
多
く
の
参
加
が
あ
り
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

A

（
住
民
部
長
）
購
入
に
よ
り
、
管

理
す
る
上
で
の
意
思
決
定
は
町
単

独
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
行
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
現
時
点
で
は
具
体
的
な

活
用
・
運
用
方
針
は
決
ま
って
い
ま
せ
ん
。

町
の
活
性
化
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

幅
広
い
世
代
の
使
用
が
図
れ
る
よ
う
、

将
来
を
見
据
え
て
着
実
に
進
め
て
い
き
ま

す
。 A

（
土
木
部
長
）
交
差
点
を
挟
む
町

道
部
分
は
未
改
良
で
幅
員
も
狭

く
、
通
行
に
一
部
支
障
が
生
じ
て
い
ま

す
。
交
差
点
東
西
の
道
路
整
備
計
画
延

長
は
事
業
費
も
高
額
と
な
る
こ
と
か
ら
、

国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活

用
し
、
令
和
６
年
度
以
降
の
交
差
点
改

良
を
含
む
、
道
路
改
良
工
事
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

A

松本 暁大 議員
まつもと あきひろ

Q
自
治
会
等
が
行
う
地
域
貢
献
活
動

に
企
業
が
積
極
的
に
参
加
で
き
る
取

組
み
を
よ
り
進
め
る
べ
き
で
は
。

（
総
合
政
策
部
長
）
企
業
の
貢
献

活
動
の
形
態
と
し
て
「
資
金
的
・

物
的
・
人
的
支
援
」
が
あ
り
、
既
に
町

内
の
多
く
の
企
業
が
地
域
に
対
し
、
そ

の
お
力
を
還
元
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

人
的
支
援
の
例
で
は
、
岐
南
町
商
工
会

の
青
年
部
に
お
い
て
「
ぎ
な
ん
キ
ッ
ズ
お

仕
事
探
検
隊
」
と
し
て
、
こ
ど
も
が
主

役
の
岐
南
町
版
キ
ッ
ザ
ニ
ア
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
、
多
く
の
町
内
企
業
が
一
堂
に
集

い
、
町
の
教
育
活
動
に
寄
与
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
町
内
企
業
は
活
性
化
に
お

い
て
も
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
り
、
引
き

AQ
い
つ
ど
の
よ
う
に
制
定
さ
れ
た
か
。

（
総
務
部
長
）町
民
憲
章
は
町
政

20
周
年
を
契
機
と
し
て
各
種
団

体
等
で
構
成
さ
れ
た
組
織
に
て
草
案
を

策
定
し
、20
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
宣

言
さ
れ
ま
し
た
。

A

（
総
務
部
長
）
防
災
訓
練
は
自
治

会
防
災
委
員
会
議
に
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

A
（
福
祉
部
長
）
敬
老
会
事
業
は
カ

タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
に
よ
る
記
念
品
贈

呈
を
継
続
し
ま
す
。

A

Q
新
規
事
業
や
継
続
事
業
の
見
直
し

は
。

（
総
務
部
長
）
編
成
作
業
中
で
提

示
で
き
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
財
政
調
整
基
金
は
10
億
円
を

維
持
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

AQ
健
康
事
業
に
つ
い
て
健
康
維
持
の
前

向
き
な
予
算
編
成
を
す
べ
き
で
は
。

（
福
祉
部
長
）
サ
ン
デ
ー
検
診
、

ピ
ロ
リ
菌
検
査
、
介
護
予
防
の
運

動
サ
ロ
ン
な
ど
予
防
事
業
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

A

Q
羽
栗
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
北
保
育
所
跡
地

の
活
用
は
。

（
住
民
部
長
）
羽
栗
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
活
用
方
法
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
。 AQ

各
保
育
園
・
学
校
施
設
の
建
て
替
え

時
期
や
財
源
の
確
保
は
。

（
総
務
部
長
）
改
修
は
国
・
県
の

補
助
金
を
活
用
、
起
債
計
画
を

立
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

AQ
円
城
寺
厩
舎
移
転
に
伴
う
笠
松
町

と
の
連
携
は
。

（
総
合
政
策
部
長
）
岐
阜
県
・
岐

南
町
・
笠
松
町
と
連
携
し
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

A
（
総
務
部
長
）
北
保
育
施
設
跡
地

は
大
規
模
災
害
時
の
混
合
仮
置

場
に
指
定
で
す
。

A

Q

 

自
治
会
活
動
に
つ
い
て
町
の
希
望

は
。

（
総
務
部
長
）
町
民
運
動
会
は
自

治
会
の
協
力
が
必
須
、
排
水
路
清

掃
は
各
自
治
会
の
ご
判
断
、
マ
イ
タ
ウ
ン

配
布
は
今
後
検
討
、
日
本
赤
十
字
社
集

金
は
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A Q
DX
の
進
捗
状
況
は
。

（
総
務
部
長
）
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や

キ
ャッ
シ
ュレ
ス
端
末
導
入
や
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
リ
ニュ
ー
ア
ル
な
ど
進
め
て
い
き

ま
す
。

AQ
各
種
役
職
等
の
報
酬
の
検
討
は
。

（
総
務
部
長
）
現
時
点
で
は
未
定

で
す
。

A

Q
予
算
全
体
の
方
針
に
つ
い
て
税
収
見

込
み
や
基
金
の
状
態
も
含
め
全
体
像

は
ど
の
よ
う
か
。

（
総
務
部
長
）
社
会
保
障
関
係
経

費
の
増
加
、
物
価
・
原
油
価
格

高
騰
に
よ
り
財
政
の
硬
直
化
が
続
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
町
内
各
施
設
の
建
設
や

改
修
な
ど
、
同
時
に
公
債
費
増
加
、
ご

み
処
理
施
設
建
設
、
人
事
院
勧
告
に
よ

る
経
常
経
費
の
増
加
な
ど
将
来
負
担
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら

歳
入
確
保
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
積

極
的
に
行
い
経
費
の
平
準
化
、
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
な
ど
的
確
な
編
成
作
業
を
し

て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
税
収
41
億
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
基
金
は
未
確
定

A

Q
言
葉
の
表
現
と
し
て
時
代
に
合
わ
せ

た
も
の
に
変
更
や
新
設
な
ど
で
き
る

か
。

（
総
務
部
長
）
変
更
の
必
要
性
は

な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

制
定
か
ら
47
年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
皆
様
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
十
分

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

A

Q
防
災
訓
練
・
敬
老
会
の
方
向
性
は
。

具
体
的
な
活
用
計
画
は
あ
る
か

部
長
　活
用
・
方
針
は
決
ま
っ
て
い
な
い

Q
取
得
か
ら
２
年
近
く
経
過
し
た
。
現

時
点
で
具
体
的
な
活
用
や
運
用
方

針
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

松　 浩二 議員
まつばら こうじ
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児
童
の
定
員
を
増
や
す
考
え
は

部
長
　見
直
し
や
改
善
を
行
い
ま
す

東
の
居
場
所
が
最
優
先
で
は

町
長
　北
の
ほ
ほ
え
み
会
館
改
修
を

多機能型地域子ども安心センター東町民センターでは通常
約150名の子どもたちが利用

学童は長期休業さらに利用人数が増えます
早急な対応が望まれます

楽しく遊んでいる子どもたち

多
機
能
型
地
域
子
ど
も

   

安
心
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

住
民
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　  

向
上
に
つ
い
て

町
独
自
の
補
助
金
の
検
討
は

部
長
　負
担
軽
減
も
含
め
在
り
方
を
検
討

介
護
に
つ
い
て

学
童
保
育
入
出
基
準
の
制
限

か
ら
み
る
子
ど
も
の
居
場
所

拡
充
の
必
要
性
に
つ
い
て

Q
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
で
も
集
団
の
中

で
馴
染
め
な
い
子
ど
も
が
い
る
よ
う

で
、
通
常
保
育
以
外
で
の
負
担
が
多
く
大

変
だ
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
お
子

さ
ん
た
ち
も
多
機
能
型
地
域
子
ど
も
安
心

セ
ン
タ
ー
を
一
緒
に
利
用
で
き
る
よ
う
な
体

制
に
は
で
き
な
い
の
か
。

員
の
状
況
で
、
私
が
以
前
に
も
指
摘
し
た

通
り
定
員
15
名
で
は
少
な
過
ぎ
る
状
況
で

す
が
、
今
後
定
員
を
増
や
す
考
え
は
あ
る

の
か
。（

福
祉
部
長
）
事
業
を
進
め
る
に

あ
た
り
、
利
用
者
の
増
加
や
新
た

な
事
業
展
開
が
必
要
と
な
れ
ば
、
事
業

を
検
証
し
、
安
全
性
を
最
優
先
に
考
え

慎
重
に
見
直
し
や
改
善
を
行
い
ま
す
。

A
（
福
祉
部
長
）
集
団
生
活
に
馴
染

め
な
い
子
ど
も
を
対
象
に
事
業
運

営
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、

各
保
育
施
設
と
連
携
・
協
力
し
、
対
象

児
童
の
把
握
・
支
援
に
努
め
ま
す
。

A

Q
職
員
配
置
を
検
討
す
る
う
え
で
、

部
署
ご
と
に
ど
の
よ
う
な
ス
キ
ル
や

資
格
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
人
事
担
当

部
署
は
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。

　
よ
り
よ
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
に
は
、
町
職
員
一
人
ひ
と
り
の
能
力
は
も

ち
ろ
ん
、
部
や
課
に
よ
る
組
織
能
力
は
重

要
で
あ
り
、
組
織
主
導
型
の
人
員
配
置
が一

般
的
で
す
が
、
最
近
で
は
社
員
主
導
型
組

織
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と
で
今
以
上
に
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
提
供
が
で
き
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

Q
職
員
の
適
性
に
よ
っ
て
は
、
得
手
不

得
手
の
職
種
が
あ
り
、
ま
た
好
き
な

（
総
務
部
長
）
職
責
に
応
じ
た
知

識
・
技
術
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
、
研
修
と
異
動
と
を
組
み
合
わ
せ
て

人
材
育
成
を
し
て
い
ま
す
。

A

Q
在
宅
介
護
の
家
族
へ
の
負
担
は
ひ
っ

迫
し
て
い
て
、
金
銭
的
負
担
、
肉
体

的
負
担
、
精
神
的
負
担
の
三
重
苦
が
続
い

て
い
ま
す
。
在
宅
介
護
に
限
り
、
リ
ハ
ビ
リ

補
助
金
や
オ
ム
ツ
補
助
金
な
ど
を
国
の
基
準

だ
け
で
は
な
く
、
町
独
自
の
介
護
支
援
策

を
議
論
し
行
う
考
え
は
あ
る
の
か
。

職
種
と
得
意
な
職
種
が
異
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
客
観
的
に
ど
の
よ
う
な
方
法
で

職
員
の
適
性
を
確
認
し
、
把
握
し
て
い
る
の

か
。

（
総
務
部
長
）
職
員
の
自
己
申
告

書
に
よ
り
、
職
員
自
身
の
適
性
や

担
当
し
た
い
職
務
の
希
望
を
確
認
し
、

人
事
評
価
に
よ
り
職
員
が
所
属
す
る
部

長
や
課
長
が
評
価
し
た
職
員
の
適
性
を

確
認
し
、
人
事
管
理
の
参
考
に
し
て
い

ま
す
。

A
（
福
祉
部
長
）
介
護
保
険
事
業
を

持
続
可
能
な
制
度
と
し
て
、
専

門
家
の
意
見
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
家

族
介
護
や
オ
ム
ツ
の
負
担
軽
減
も
含
め

た
よ
り
良
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
を

検
討
し
ま
す
。

A

後藤 友紀 議員
ごとう ゆき

渡邉 憲司 議員
わたなべ けんじ

Q
多
機
能
型
地
域
子
ど
も
安
心
セ
ン

タ
ー
は
、
支
援
を
要
す
る
子
供
13

名
、
無
園
児
２
名
と
定
員
15
名
に
対
し
満

　
岐
南
町
は
一
人
ひ
と
り
の
健
や
か
な
成
長

と
発
達
を
願
い
、
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も

を
対
象
に
、
定
員
15
名
中
13
名
の
支
援
を
要

す
る
子
ど
も
た
ち
、
ま
た
、
無
園
児
と
呼
ば

れ
る
未
就
園
児
２
名
を
預
か
り
、
保
護
者
と

子
ど
も
の
孤
立
化
を
防
ぎ
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
多
機
能
型
地
域
子
ど
も
安
心
セ

ン
タ
ー
を
新
設
す
る
こ
と
で
定
期
的
な
預
か

り
事
業
と
な
り
、
９
月
４
日
に
は
厚
労
省
か

ら
視
察
が
来
る
ほ
ど
で
す
。

Q
学
童
保
育
の
利
用
に
制
限
を
加
え
た

理
由
は
。

（
福
祉
部
長
）
西
学
童
と
北
学
童

は
、
例
年
通
り
の
希
望
者
で
し
た

が
、
東
学
童
で
は
、
平
成
31
年
４
月
の

86
名
に
対
し
、
令
和
５
年
４
月
で
は
１

３
９
名
と
1.6
倍
に
増
加
し
、
定
員
１
５

０
人
に
近
い
状
況
で
す
。
今
後
も
増
加

が
続
け
ば
保
育
室
の
混
雑
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、
今
年
度
か
ら
、
保
護
者
の
就

労
状
況
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
真
に
学
童
保
育
が
必
要
な
児
童
が

優
先
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
児
童
の

A

Q
昨
年
の
東
小
学
校
増
築
の
際
、
東
学

童
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
議
論
は

あ
っ
た
か
。

下
校
の
時
間
を
考
慮
し
、
保
護
者
の
終

業
時
間
を
15
時
30
分
ま
で
と
、
16
時
30

分
以
降
の
２
段
階
と
す
る
要
件
を
設
け

ま
し
た
。（

福
祉
部
長
）
東
小
学
校
の
増
築

に
関
す
る
設
計
当
時
、
東
学
童
の

児
童
数
は
、
平
日
利
用
の
学
童
は
年
平

均
80
名
に
満
た
ず
、
東
町
民
セ
ン
タ
ー

内
で
余
裕
を
も
っ
て
保
育
が
可
能
で
あ
っ

た
た
め
、
空
き
教
室
の
利
活
用
な
ど
の

議
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
教
育
委

員
会
に
対
し
、
東
小
学
校
の
将
来
の
空

き
教
室
の
利
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
協
議

し
た
と
こ
ろ
、
児
童
の
増
加
が
今
後
も

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
学
童
保
育
と

し
て
の
活
用
は
難
し
い
と
の
認
識
で
一
致

し
て
い
ま
す
。
東
学
童
の
利
用
者
増
加

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
利
用
者
に
対
す

る
募
集
要
件
の
変
更
だ
け
で
は
限
界
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
利
用
し
て
い
る
東

A

町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
使
用
方
法
の
見

直
し
や
、
他
の
公
共
施
設
の
活
用
な
ど
、

次
年
度
以
降
も
状
況
に
応
じ
て
検
討
を

進
め
ま
す
。

Q
低
学
年
の
下
校
は
３
時
、
一
年
生
は

し
ば
ら
く
２
時
下
校
。
３
時
29
分
ま

で
の
就
労
の
方
で
低
学
年
の
保
護
者
は
学
童

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
「
小
１

の
壁
」
に
対
応
で
き
て
い
な
い
。
利
用
基
準

に
合
わ
な
い
場
合
で
も
、
弾
力
的
な
対
応
を

す
る
こ
と
は
、
優
先
順
位
に
透
明
性
が
な

く
な
り
恣
意
的
な
運
用
の
温
床
に
な
る
な

ど
、
公
平
性
に
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が

あ
り
、
女
性
の
社
会
進
出
や
子
育
て
支
援

と
は
逆
行
す
る
取
り
組
み
で
理
解
で
き
な
い

が
、
町
長
の
方
針
と
い
う
こ
と
で
間
違
い
な

い
か
。

Q
子
ど
も
子
育
て
を
推
進
す
る
こ
の
時

代
に
、
今
ま
で
継
続
し
て
い
た
一
律

預
か
り
を
や
め
る
の
な
ら
、
ま
ず
は
他
の
事

業
で
補
完
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

特
に
東
は
早
急
に
対
応
が
必
要
。
学
校
で

は
学
童
の
実
施
が
難
し
い
と
さ
れ
、
学
童
の

利
用
制
限
に
ま
で
至
っ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
明
ら
か
に
東
の
居
場
所
事
業
の
実
施

が
最
優
先
で
は
な
い
か
。
北
の
ほ
ほ
え
み
会

館
の
改
修
を
優
先
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
状
況

把
握
で
き
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
こ
の
課

題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
の
か
。

（
町
長
）
子
ど
も
子
育
て
が
最
重

要
課
題
な
の
は
当
然
。

A

（
町
長
）
建
て
る
の
は
お
金
が
か

か
る
の
で
、
子
ど
も
の
居
場
所
は

今
あ
る
施
設
を
使
い
た
い
。
北
の
ほ
ほ
え

み
会
館
の
改
修
を
早
急
に
す
る
よ
う
に
指

示
し
た
。
学
童
の
状
況
は
分
か
って
い
る
。

本
当
は
違
う
場
所
で
や
り
た
い
が
、
教

育
委
員
会
も
問
題
が
あ
る
し
、
東
町
民

セ
ン
タ
ー
は
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
し
、

町
民
が
逃
げ
込
む
場
所
で
自
衛
隊
補
助

も
ら
っ
て
い
る
か
ら
一
時
的
に
は
で
き
て

も
占
有
は
難
し
い
。
小
さ
い
子
を
大
き
い

子
が
踏
む
の
が
心
配
な
の
で
、
こ
れ
以
上

多
く
な
れ
ば
、
放
課
後
は
空
い
て
い
る
は

ず
な
の
で
、
教
育
委
員
会
に
学
校
の
施

設
を
使
わ
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
特
に

低
学
年
は
学
校
に
残
っ
て
高
学
年
は
移

動
で
き
る
と
こ
ろ
を
つ
く
っ
て
も
ら
う
よ

う
検
討
す
る
。

A
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ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
内
容
を
問
う

部
長
　協
力
金
を
お
願
い
す
る
旨
伝
え
る

小
島
町
長
が
目
指
す
将
来
像
は

町
長
　地
域
で
育
て
る
公
共
交
通
で
あ
る

自動運転車の一例
ヒースロー空港（英）の Pod（ポッド）　　  

　専用レーンを走行する４人乗りの自動運転車

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

（
地
方
創
生
応
援
税
制
）

を
活
性
化
さ
せ
る
に
は

不
信
任
決
議
案
否
決
に
伴
う

小
島
町
長
の
発
言
の
真
意
と
は

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
を
推
進
す
る
の
か

部
長
　研
修
へ
の
参
加
を
検
討
す
る

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
推
進
を

公
共
交
通
の

　
未
来
に
賭
け
て

　
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ（
エ
ビ
デ
ン
ス
・
ベ
ー
ス
ド
・
ポ

リ
シ
ー
・
メ
イ
キ
ン
グ
／
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基

づ
く
政
策
立
案
）と
は
、
政
策
の
企
画
を
そ

の
場
限
り
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
頼
る
の
で
は
な

く
、
政
策
目
的
を
明
確
化
し
た
う
え
で
合

理
的
根
拠（
エ
ビ
デ
ン
ス
）に
基
づ
く
も
の
と

す
る
こ
と
で
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
質
問
を

す
る
の
か
と
い
う
と
、
11
月
22
日
の
全
員

協
議
会
に
お
い
て
、
ほ
ほ
え
み
会
館
を
児
童

館
風
に
改
築
す
る
た
め
の
補
正
予
算
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。
１
０
０
０
万
円
近
く
に
も

（
総
合
政
策
部
長
）
現
在
に
至
る

ま
で
、
企
業
に
よ
る
寄
附
の
実
績

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
こ
の
制
度
の
周

知
に
つ
い
て
、
役
場
内
で
横
断
的
に
取
り

組
み
、
寄
附
を
募
る
事
業
に
係
る
情
報

が
企
業
に
し
っ
か
り
届
く
よ
う
広
報
活
動

を
行
って
い
き
ま
す
。

A
（
総
合
政
策
部
長
）
民
間
企
業
の

ノ
ウ
ハ
ウ
は
魅
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
ま
ず
は
企
業
か
ら
寄
附
金
を
募
る

事
業
に
係
る
情
報
が
、
企
業
に
届
く
よ

う
広
報
活
動
を
行
って
い
き
ま
す
。

A

Q
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

の
ぼ
る
金
額
で
あ
り
、
ま
た
、
新
規
事
業

と
も
い
え
る
内
容
で
あ
り
な
が
ら
資
料
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
度
々
こ
ん
な
こ
と
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な

く
様
々
な
場
所
で
「
資
料
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
」
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
資
料
が
な
け
れ

ば
判
断
が
で
き
な
い
か
ら
で
す
。
過
去
に
行

政
か
ら
ど
れ
だ
け
資
料
が
出
て
き
た
か
私
は

知
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
新
規
事
業
や
多

額
の
予
算
を
計
上
す
る
事
業
、
事
前
に
賛

否
が
分
か
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
事
業
に
関

し
て
は
、
資
料
を
つ
け
て
丁
寧
な
説
明
を
求

め
ま
す
。

Q
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
予
算
の
詳

細
資
料
を
つ
け
る
時
と
つ
け
な
い
時

が
あ
る
の
は
何
故
か
。

（
総
合
政
策
部
長
）
　Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
を

実
施
し
て
い
る
近
隣
自
治
体
は
少

な
く
、
そ
の
成
果
が
あ
ら
わ
れ
る
時
期
に

至
っ
て
い
な
い
が
、Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
を
実
践
し
て

い
る
先
進
地
事
例
の
研
究
や
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
に

関
す
る
研
修
へ
の
参
加
な
ど
検
討
し
ま

す
。 A

Q
不
信
任
決
議
案
が
否
決
さ
れ
た
時

だ
け
「
結
果
は
議
会
の
総
意
と
し
て

受
け
止
め
る
」
と
発
言
さ
れ
た
が
、
辞
職

勧
告
決
議
案
も
議
会
の
総
意
で
可
決
さ
れ

た
の
だ
が
、何
故
受
け
止
め
ら
れ
な
い
の
か
。

　
６
月
議
会
に
お
い
て
、
小
島
町
長
の
辞
職

勧
告
決
議
案
が
可
決
さ
れ
、
取
材
に
対
し

て
「
第
三
者
委
員
会
の
結
果
を
も
っ
て
判
断

す
る
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
９
月
議
会
に

お
い
て
、
不
信
任
決
議
案
が
否
決
さ
れ
る

と
「
結
果
は
議
会
の
総
意
と
し
て
受
け
止

め
る
」
と
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

（
町
長
）
何
ら
法
的
拘
束
力
は
な

い
と
は
い
え
、
結
果
は
厳
粛
に
受

け
止
め
て
い
ま
す
。

A

（
総
務
部
長
）
今
後
は
、住
民
サ
ー

ビ
ス
に
直
接
関
わ
る
新
規
事
業
な

ど
に
つ
い
て
は
、
予
算
査
定
時
に
お
い
て

詳
細
資
料
提
出
も
併
せ
て
協
議
し
、
全

員
協
議
会
の
場
で
ご
説
明
し
ま
す
。

A

三宅 祐司 議員
みやけ ゆうじ

長谷川 淳 議員
はせがわ じゅん

Q
直
近
３
年
間
の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
の
実
績
は
。

Q
人
材
派
遣
型
と
い
う
制
度
も
あ
る

が
、
こ
ち
ら
を
活
用
し
て
い
く
意
向

は
あ
る
か
。

　
住
民
の
期
待
や
公
共
交
通
の
方
向
性
が

多
様
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
中
、
14

年
前
の
に
じ
バ
ス
廃
止
理
由
「
年
間
１
６
０

０
万
円
の
運
行
経
費
に
見
合
わ
な
い
利
用
実

態
が
続
い
た
こ
と
の
他
に
重
大
な
理
由
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
」。
な
ら
ば
再
開
し
た
今
回
の

コ
ミ
バ
ス
に
年
間
３
５
０
０
万
円
は
ど
う
か

と
尋
ね
る
と
今
度
は
福
祉
目
的（
買
物
や
通

院
）で
あ
る
と
、
問
題
を
跳
ね
除
け
る
答
弁

に
、
で
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
例
に
停

留
所
を
確
認
す
る
と
「
ト
ラ
イ
ア
ル
」
敷

地
内
、「
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
ー
」
50ｍ
、「
バ
ロ
ー

岐
南
店
」１
５
０ｍ
、「
カ
ネ
ス
エ
」２
０
０ｍ
、

Q
事
業
者
に
依
頼
し
た
書
類
は
協
力

金
を
伴
う
も
の
と
協
力
金
な
し
の
２

通
り
を
用
意
し
た
か
。

「
ス
ー
パ
ー
三
心
」
３
０
０ｍ
と
３
店
舗
は

高
齢
者
が
買
物
し
た
後
に
大
荷
物
を
持
っ
て

歩
け
る
距
離
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
乗
車
を

増
や
す
目
的
を
持
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
あ
る

べ
き
と
考
え
た
時
、「
ど
こ
に
行
き
た
い
の

か
」
が
重
要
で
、
希
望
の
停
留
所
が
あ
る

な
ら
バ
ス
に
乗
り
た
い
、
加
え
て
玄
関
前
な

ど
具
体
的
な
要
望
項
目
が
あ
っ
た
の
か
？ 

要
は
離
れ
た
場
所
し
か
設
置
で
き
な
か
っ
た

理
由
と
プ
ロ
セ
ス
、
行
政
側
が
主
導
権
を

取
り
停
留
所
を
選
定
し
た
か
？ 

そ
の
目
的

達
成
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
交
渉
や
折
衝

を
し
た
か
？ 

賛
同
い
た
だ
い
た
「
事
業
者
」

＝「
協
力
金
」
を
い
た
だ
け
る
方
を
条
件
に

そ
の
縛
り
の
中
で
停
留
所
設
置
を
依
頼
し

た
の
で
あ
れ
ば
、
要
請
に
応
じ
て
も
ら
え
な

い
事
業
者
が
い
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
要
は
事
業
者
と
し
て
、
玄
関
先
に
設

置
す
る
こ
と
は
構
わ
な
い
け
れ
ど
費
用
負
担

は
で
き
な
い
の
で
応
じ
な
か
っ
た
、
或
い
は

出
費
が
伴
う
以
上
、
店
長
の
立
場
で
は
判

断
が
で
き
な
か
っ
た
、
な
ど
停
留
所
の
位
置

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
費
用
負
担
が
壁
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
？ 

こ
う
し
た
因
果
関

係
を
伺
い
ま
す
。

Q
要
請
依
頼
の
方
法
は
郵
送
の
み
か
、

説
明
に
出
向
い
た
の
か
。

　
コ
ミ
バ
ス
、
コ
ミ
タ
ク
、
自
動
運
転
、
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
と
様
々
な
交
通
手
段
が
存
在
す

る
中
で
、
岐
南
町
が
将
来
ど
の
よ
う
に
公

共
交
通
を
展
開
し
て
い
く
か
は
極
め
て
重
要

で
す
。
今
年
４
月
に
マ
レ
ー
シ
ア
で
私
が
体

験
し
た
「G

rab

」
と
い
う
交
通
手
段
が
、

今
ま
さ
に
国
会
で
取
り
上
げ
て
い
る
「
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
」
そ
の
も
の
で
、
利
便
性
の
極
め

て
高
い
交
通
手
段
で
あ
る
こ
と
を
肌
で
感
じ

て
き
ま
し
た
。
公
共
交
通
に
既
得
権
益
を

理
由
と
し
た
障
害
は
当
然
あ
る
が
、
住
民

が
便
利
と
感
じ
る
公
共
交
通
に
す
る
た
め

に
ど
う
す
べ
き
か
を
考
え
た
時
に
ダ
メ
な
理

由
だ
け
で
な
く
、
岐
南
町
民
の
未
来
を
鑑

Q
岐
南
町
の
大
動
脈
と
い
え
る
公
共
交

通
に
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
は
。

み
、
将
来
あ
る
べ
き
姿
、
未
来
予
想
が
必

要
と
思
い
ま
す
。

（
総
合
政
策
部
長
）
文
書
は
１
種

類
で
事
業
所
前
停
留
所
の
設
置

の
際
に
は
、
協
力
金
を
お
願
い
す
る
旨
を

伝
え
ま
し
た
。

A

（
総
合
政
策
部
長
）
郵
送
を
も
っ

て
依
頼
し
、
設
置
の
希
望
や
、
お

問
い
合
わ
せ
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
は
、
事

業
所
へ
出
向
い
て
、
直
接
お
話
し
し
ま
し

た
。 A

（
町
長
）
本
町
は
、
タ
ク
シ
ー
不

足
に
悩
む
観
光
地
で
も
、
バ
ス
や

タ
ク
シ
ー
が
来
な
い
過
疎
地
で
も
な
い
。

喫
緊
の
課
題
と
な
れ
ば
、国
、運
輸
業
界
、

運
転
者
を
代
表
す
る
者
か
ら
議
論
が
始

ま
る
も
の
と
思
う
。

AQ
小
島
町
長
が
目
指
す
公
共
交
通
の

将
来
像
は
。

（
町
長
）
私
が
思
う
公
共
交
通
の

将
来
像
は
、交
通
会
議
、協
議
会
、

町
民
、
議
会
、
自
治
会
の
皆
様
と
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
地
域
で

育
て
る
公
共
交
通
で
す
。

A

一般質問一般質問
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みんなでつくる魅力あるまち・ぎなん

議会だより 第　　　号

はじめました。
岐南町議会公式チャンネル

定例会結果 
視察報告
一般質問「ここが、聞きたい」
まちの笑顔を紹介！「ＶＯＩＣＥ」

P4~5
P6
P7~15
P16

…………………………………

……………………………………

…

…

西小学校６年

松下 咲愛さんの
作品です

表紙の題字

は

編
集
後
記

まつした さくあ

53
令和５年１２月議会
３月１日発行

特集 二十歳の集い実行委員会に聞く！
　　「議会だより」ってどう？　Ｐ２～３

○
ス
ポ
ー
ツ
ス
テ
ー
シ
ョン

○
わ
が
町
自
慢
の
宝
も
の
展

○
町
民
菊
花
展
審
査

○
北
小
学
校
運
動
会

○
老
人
体
育
大
会

○
岐
阜
基
地
航
空
祭

○
西
小
学
校
１
５
０
周
年
記
念

　
運
動
会

○
岐
阜
県
獅
子
芝
居
公
演

○
議
会
運
営
委
員
会

○
全
員
協
議
会

○
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

○
岐
南
町
表
彰

○
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
・

　
研
修
会

○
第
４
回
議
会
定
例
会

　（
11
月
30
日
〜
12
月
21
日
）

○
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　（
11
月
30
日
〜
２
月
14
日
）

○
岐
阜
県
町
村
議
会
議
長
会

　
評
議
員
会

○
羽
島
郡
駅
伝
競
走
大
会

○
社
会
教
育
委
員
の
会

○
岐
阜
県
地
方
競
馬
組
合
議
会

○
議
会
運
営
委
員
会

○
全
員
協
議
会

○
議
員
と
商
工
会
役
員
と
の
懇
談
会

○
岐
南
中
学
校
合
唱
ス
テ
ー
シ
ョン

○
ぎ
な
ん
フェス
タ
実
行
委
員
会

○
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会

○
消
防
団
年
末
夜
警
の
激
励

○
岐
南
町
二
十
歳
の
集
い

○
羽
島
青
年
会
議
所 

新
年
互
礼
会

○
地
方
財
政
対
策
等
説
明
会
・

　
合
同
懇
談
会

議
会
日
誌

〇サロンではどんな活動をされていますか？

もっと知ればもっと好き！
まちの笑顔とチャレンジを

ご紹介します‼

11
月

12
月

1
月

ぎなん議会だよりは
Web上でも検索できます

ぎなん議会だよりは
Web上でも検索できます

ぎなんぎかいだより 検 索

みんなで笑って・動いて・輝いて
　　　　 健康寿命をのばしあおう !

～「運動」「栄養・口腔機能」「社会参加・こころの健康」でフレイルや介護を予防～

ラジオ体操　ボール運動　セラバンド運動　ジャンケン運動　スクエアマット
筋トレ　脳トレ 　歌に合わせて運動　口トレ　言葉あつめ　しりとり等

〇町民の方へ一言お願いします！
３月は７日と２１日に開催します。
参加無料、申し込み不要、初めての方大歓迎です！
サロンでは、自分の体力・能力に合わせ無理をしないようにしていますので、
安心して参加してください。

チャンネル登録
お願いします！

　「運動サロンひまわり」では、くつろぎ苑で毎月２回、木曜日の１３時３０分から１５時の間、挨拶や会話(おしゃべり)を通して地
域の人達と交流したり、和気あいあいと運動をしています。体力に自信がない方でも、椅子に座ったままリズムに合わせて身
体を動かすだけでＯＫ！運動に自信がない方でも安心して運動することができます。また脳トレゲームなどのレクリエーション
では、みんなで笑い合い、仲良くなるきっかけにもなっています。

後
藤 

友
紀

村
山 

博
司

渡
邉 

憲
司

松
本 

暁
大

長
谷
川 

淳

議
会
広
報

特
別
委
員

委
員
長

副
委
員
長

委
　
員

委
　
員

委
　
員

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
、

そ
の
ご
家
族
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
報
道
等
で
被
災
地
の
方
の
様
子
を
見
聞
き
す
る
た
び
胸
が
痛
み

ま
す
。
必
要
だ
と
思
っ
て
い
て
も
、
日
常
の
中
で
災
害
を
自
分
事

と
し
て
捉
え
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
人
を
助
け

る
た
め
に
は
、
助
け
ら
れ
る
状
態
で
い
る
こ
と
が
前
提
で
す
。
今
、

わ
た
し
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
た
時
に
、
一
番
大
切
な

こ
と
は
、
や
は
り
自
分
や
自
分
の
大
切
な
も
の
を
守
る
た
め
の
備

え
を
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　（
後
藤
）

■
障
害
者
差
別
解
消
法
が
改
正
さ
れ
、
事
業
者
に
よ
る
障
害
の

あ
る
人
へ
の
合
理
的
配
慮
の
提
供
が
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

義
務
化
さ
れ
ま
す
。
こ
の
法
律
は「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」と「
不

当
な
差
別
的
扱
い
の
禁
止
」を
求
め
て
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
人

の
権
利
利
益
の
侵
害
に
あ
た
る
よ
う
な
差
別
が
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
障
害
の
あ
る
人
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
更

な
る
支
援
体
制
の
構
築
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
　
　
　（
村
山
）

■
今
年
初
め
て
の
議
会
だ
よ
り
で
す
。
議
会
だ
よ
り
は
皆
さ
ん
に

読
み
や
す
く
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
議
員
各
位
で
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
っ
た
り
、
住
民
の
声
を
題
材
に
し
て
作
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
議
員
と
し
て
も
成
長
し
住
民
の
声
を
行
政
に
伝
え
問

題
解
決
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
渡
邉
）

■
二
十
歳
の
集
い
実
行
委
員
の
方
々
に「
議
会
だ
よ
り
」に
つ
い
て

率
直
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
発
行
目
的
は
何

で
あ
る
の
か
、
読
み
手
は
何
を
求
め
て
い
る
の
か
。
議
会
の
広
報

と
し
て
有
効
な
手
段
で
あ
る
の
か
、
単
な
る
ル
ー
チ
ン
ワ
ー
ク
と

な
って
い
な
い
か
。
様
々
に
感
じ
た
次
第
で
す
。
　

（
松
本
）

■
今
回
は
質
疑
の
ペ
ー
ジ
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
や

は
り
、
住
民
の
代
表
機
関
で
あ
る
議
会
に
対
し
て
の
説
明
不
足
は

あ
り
え
ま
せ
ん
。
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
・
事
業
背
景
・
事
業
目
的
を

丁
寧
に
説
明
い
た
だ
か
な
い
と
判
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
行
政
の
意

識
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
　

（
長
谷
川
）

運動サロン
ひまわり

ぎなん議会だより　第53号 16

第
53号

令
和
6年
3月
1日

ぎ
な
ん
議
会
だ
よ
り
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